
研究ノート

青イースランド語母音組織について

大　　塚　　光　　子

間題の所在

　古イースランド語Fomislenzka（帆900－1530）の母音組織は，ゲルマン語

派の他の言語と同じようにU肌1aut現象のためにはなはだ複雑なものにたって

いるが，さいわいなことにわれわれは1150年ごろに書かれたと推定される
　　　　　　　　　　　　1〕
〃棚G㈹伽舳ω〃ω脇によって当時の母音組織の概容を知りうる。

　しかしたがら，FGTの記述は，とうぜん予想されることであるが，後に述べ

るように音声の描写が充分といえず，phom1ogica1な立場に立って母音組織を

解明しようとするとき，充分た裏付けを与えてくれるわけではない．

　従来，古イースラ：／ド語の持つ母音組織に関する意見はほぼ一致していた．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2〕
しかし，E．II．A皿to鵬nが論文Gm伽励舳α切五伽mで述べている所説は

理論的に過ぎるきらいはあれ，問題に新らしい光を投じたものである。

　以下に伝統的た考え方とAn切㎜enのそれを比較して，問題点を整理してみ

る。

1）　Haugen，Einar，ed．and　t胞鵬1．，乃α仇g肌ge伽。mgmψ25，Ba1timore，1950．

（以下FGTと略）。これは仮りに乃rst　G胞mm趾i㎜（以下FG）と呼ばれている

学識者によって書かれ，8伽舳例ぬの写本Co伽肌榊4舳鵬の末尾に収めら
れている。

2）　乃α物g伽gε37，Ba1timore，1961．
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古イースランド語母音組織について

I　”械俳α伽mα‘伽！作ω伽の問題

　ラテン文字の採用

　XI世紀初頭，古イースランドの議会A1亨ingはキリ・スト教を正式に受け入れ

た。それとともにラテン語およびラテン文字がイギリス経由で導入され，㎜世
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1〕
紀初頭にはラテン文字で母国語を書き表わそうとする試みがなされている。

　ゲルマン民族は早くからエトルリア文字に起源を持つラ・テーヌ時代の北イ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2〕
タリアのアルファベートに由来すると推定されるルーネ文字を持っていて，お

びただしい石碑を残している。しかし，この文字はこんにち的な意味での役割

を荷なうことはほとんどなく，文字そのものが魔力を持っていると信じられて

いた。したがって，碑文も単なる文字の羅列であったり，文章の形をとってい

ても短かいものが多く，言語学的な価値を持つものは比較的少ないが，それで

もゲルマン語派の古形を知るための貴重た資料を提供している。

　IX世紀末に端を発したイースランド島への植民以後もルーネ文字が用いられ
　　　　　　　　　　　　　3〕
た形跡はあるが，記述Writingの伝統とはまったくつながっていない。イース

ランド語の字母に見られるルーネ文字のウは古代英語で用いられていたのを借

用したものである．イースランド人で初めてラテン文字を本格的に用いたのは

アリ・ソルギルスソソThorgi㎏on，Ari（ca－1067－1148）とされている．かれ

の「イースランド人の書」肋棚伽g肋居は原型がほばそのまま残っているが，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4〕
文体は記述の先駆者らしく，＜直裁であるが唐突でもたもたしている》。

　Fi戯GraI㎜a曲nはアリにつぐ，言い換えればラテン文字が採用された次

の世代の人とみたされている。音声学の発達したこんにちとは異たり，外国語

の文字を音韻組織の異なる言語に適用するまでにはかなりの試行錯誤があった

ことだろう。F　Gの意図はまさしくその正字法の改革にあった。しかし，ここ

1）　Noreen，Adolf，〃幽胞ω虹肋㌫α刎m〃m，Haue，1923，p．3ム

2）　Tu｝ville＿Petre，G、，丁加亙〃。北4ge　o∫8ω棚古mm伽，London1951，臥19．

3）　ここでは，言語の文字による定着を意味する。

4）　Turvi11e＿Petre，G．：　oμc切．，p，181．
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　一橋研究第20号
で問題にたるのはそのいわば副産物であるかれの音韻諭である。

　Fi－st　Grmm肌i狐の証言

　かれはph㎝o1ogica1に有意味re1evantな識別的対立dist虹。tive　opposition

を持つ各音声はそれぞれ個有の文字語号を持つべきだという原則にのっとり母

国語を分析して，かれ自身の正字法を提案している。母音については，9文字

（すなわち9音韻曲Oneme）の必要性を主張している。それらは，ラテン文字
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1）
からそのまま借用したa，e，i，o，1ユとUm1舳t母音を表わすためにラテン文

字を組み合わせてかれが考案したe，p，y，φである。新らしい文字が考案され

年過程は当該め音に対するかれの認識の仕方を示している。

　たとえば，gについてみればプ

　g　gets　its　Ioop　fromαand　its　circ1e　from　o，since　it　is　a　blending　of　their

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2〕
two　sounds，日poken　wi七h　the　mouth1ess　open　than　forα，1〕ut　more　than　for　o．

であり，eは，

　e　is　written　with　the1∞p　ofα，but　with　the　fun　shape　of　e，since　it　is　a

b1ending　of　the　two，spoken　with　the　mouth　Iess　open　than　forα，but　more

　　3〕
tban　e．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4）
　これらの新文字採用の必要性に対しては反論が予想された。それに対してあ

らかじめFGが用いた弁明は，いわゆる＜置き換えテスト》co㎜utation　te1t

を通じてであった。まず，かれは自分の主張する9文字のうち，i以外の8文

字について音環境の同じ単語を並べて，文字（音）の違いが意味の違いを生ず

ることを証明している。たとえば，

　Amanin舶。tedα伽舳♂（s色r）onme；Iin砒。柘d皿any伽舳幽（s6r）on

him……Th・P・i紬・I…舳m（・6・）亡b・・α挽・（；紅・・）．8θm（・ω…th・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5）
sbm’8（sチr）　eyes，but　bet七er　so　than　if七he㌻PopPed．

1）Fi胴t　G胞m血ari呂nはUmIaut現象それ自体には気付いていない。

2）3）亘aug㎝，Einar：oρ．o狐，皿13～ユ4，

4）　∫石4五p．14．

5）乃泓P．15．
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　古イースランド語母音組織について

　こうして導入された9母音の関係は上記の例からも判るように開きape伽re

の程度をメールクマールとしてとらえられている。図式化すると次のようにたる。

　　　　　　　1ess　open　　　　　e　　　o　　　e　　　u

　　　　　　　　　　　　　ε　Q　φ　y

　　　　　　　InOre　Open　　　　a　　　a　　　O　　　1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1〕
E．H．Haugenはこれを次回のようだ母音三角形に書き直している。

　　　　　　　　　　　　　　　　u　〕essoPen

　FGはついでこれら9音韻はそれぞれ長・短，鼻音・非鼻音の対立を持ち，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2）
かっ音韻論的に有意味である，と述べている。ここでもふたたび＜置き換えテ

スト》を行たって主張を裏付けている。例を挙げれば，bゑr（髪）に対して，

har（サメ），pさ1（布）に対してpさI（道具），地（楕円）に対してrζ（角）のご

とくである。

　FGが述べているように，はたして鼻音が音韻論的に有意味な対立をなした

かどうかについては，他にそれを示す証拠がたいため，その真偽性については

しばしば論議をかもしてきたが，かれの挙げているいくつかの例のうちで鼻音

が前後に存在し鮎。・ばあいにも，語源的にはかって鼻音を含んでいたことが判
　3〕
明し，こんにちではかれの観察の正当性が認められている。しかし，この対立

はまずアクセントのない音節で，ついで長音節に続く母音，最後に短音節に続

1）Haugen，Einar：oρ．泓，P，32．

2）かれは鼻音については’を，長音については’を文字の上に付加することで

区別している。

3）　弾1＜怖nhIo一，r6＜非wranhO一，等（Haugen，Einar，op．cit一，p．34）．
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　一橋研究第20号
く母音でなくたり，Tmbetzkoyのことばでいえば＜R㈱nanzeige鵬。haft》は

古イースランド語では意味を持たなくたる。長・短についてはFGの時代には

アクセントのある音節ではどちらでもありえたが，古典期以後はその音をとり
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1〕
まく音的環境によって，かたりの制限を受けるようになる。

■　古イースランドの古典時代

　正字法の混乱

　F　Gの記述を実証するための資料はかれと同時代もしくはそれ以前において

は残念ながら皆無と言ってよい。古イースランドでは1150年以後には説教その

他の断片的た手稿が存在し始めるが，本格的た記述の伝統が確立するのは1200
　　　　　2）
年以降である。これ以後！350年のあいだに多くのサーガやエッダが書かれ，古

イースランドの＜古典時代》といわれる。この時期はまた言語音も大きく変化

し，それを反映して写字生たちのあいだに正字法の混乱がみられる。音韻変化

の方向にそった混乱が大半を占めるが，表記法が写字生によって異なるぱあい

もあった。

　母音についてみれば，aとg，φとgのあいだに見られる混同はXIII世紀

後半のa＞g，¢＜gを反映したものであろう。¢とgは古典期後期になると現

代イースランド語のよう胆雨着ともδで表記されるばあいもあった。2および

ψの長音を表わすさい補助記号を用いるばあい（ξ，φ）と，鉛および。eを用い

るばあいとある。eはまた鴉でも表記され，そのばあいは長音は曇で示され

た。その他eとε，gとφのあいだにもその使用に混乱が見られる。このこ

とからも判るように古典期以後は母音の数を減らす方向に進んでいる二通時的

にも共時的にも不変のものではない音韻を一時期に限ってとらえることは，そ

れがすでに過去のものであるばあいにはなおさら難かしいことであるが，ここ

ではFGの時代からあまり変化していたい1200年ころ，すたわち言己述の伝統

1）詳細については，Chapman，K．G．：∫ce工αm伽一Moγmg伽m　Z伽砒棚。励工α伽他一

s物乱Universitetsforlaget，ユ962，PP．45正参照。

2）具体的た資料については，Noreen，A．：oρ，棚．，p．9並に詳しい。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　古イースランド語母音組織について

が定着してまもたいころの古イ・一スラ1パ語の母音1ヨ録をA，No満enの標準に

従って挙げてみる。音榊こっいても伝統酬こは，ぽぽ一致していて母音組織の

模様変をえしてしまうような意見の相違は改い・のでいちいち論じない。ここで

は国際音声字母に従って，伝統的た音価を表わした。

文字

a

e

鴉

1

0

u

y

9

φ・

φ・

　　　例

1and（土地），aka（行く一）

gekk（行った），ef（もしも）

鵬㎜（人びと），勧1a（考える）

miki11（偉大た），血nna（見つける）

sofa（眠る），horfa。（向ける）

ma（満足した），muna（思い出す）

kyn（一族），亡yggja（かむ）

玉pnd（1鋤dの複数形），ngkkurr（誰か）

kφ㎜（来るの3単・現），mφ1ua（砕く）

gφra（作る），rφkkua（暗くだる）

・発一音

1引

［eコ

［ε］

［i1

［0ユ

［u］

［yコ

［o1

［φ1

［㎎］

　これらの母音はFGの時代同様，Haugenが図式化したように3class－4

degreeの母音組織だったと思われる。しかし，上に見たようにFGがUmlau亡

母音の特質を記述するに際して用いたメルクマールは無意識のうちに仇ngue

I鵬itionをも含んだ（e一ト。，i－y－u）開きの関係のみで島って，唇の形によ

る音の区別をしていたい。はたして，かれがその特質を考慮に入れなかっただ

けたのか，それとも円唇化現象は存在したかったのか，われわれはかれの論文

からだけでは知りえないのである。

　Um1舳t現象中にみられる母音間の関係

　伝統的には古イースランド語にみられるu（W）一Um1autは円唇化，i－Um1aut

は前舌化現象であると説明されている。以下に伝統的た観点よりみたUm1舳七

現象中の母音間の関わりかたを見てみよう。U㎜ユ別tによって生じた母音ぽ言

うまでもたく，当初はphOnemeとしての独立した機能は果さずa11opboneと・し

て存在したわけであるが，条件としての音環境が失なわれた後もその変母音は
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　一橋研究第20号
存在し続けて，p㎞鵬説として独立する恒至ったものである、古イースランド

語には大別して，3種類のU凶誠現象があった．す赴おち，

　　　　　　　1）開きに関係するa；U一㎜Iaut

　　　　　　　2）円唇現象に関係する一1ユ（w）一U阯aut

　　　　　　　3）舌の位置に関係するi（j）一Um1autである。

　ユ）a－Um1舳tによる関係一後続音節のaによって開音｛㎏桁なわれた。

　1e畠SopenmOre0脚例
　　皿　　：　　o　　　　bom（＜＊h皿職a），虹。g（く＊㎞ユga）

　　i　　　　　：　　　　e　　　　　　　he1，a；n　（く（hi1，an），ne香an（く（ni着r）

　2）皿（w）一Umlau七一後続音節のuもしくはwのために次に挙げる母音は円

唇化現象を受けた。

　1ユnrOunded　　rOund紀d　　　　　　　　　　　　　　御山

　　a　　　　g　　1pnd（＜1andu），sgk

　　e　　　　φ　　　rφr0，mφ9a，七φ9r

　　配　　　　　　　　　φ　　　　　　φx（＜こ＊記kus一），hφ99r

　　i　ynykr（＜nikuR），ykkr（＜ikkuR）
　3）i（j）一Um1舳t一後続音節のiもしくはjの影響で，すべての後舌母音は

それぞれ対応する前舌母音に変化した。

1〕ack

　a

　O

　u

　9

frOnt　　　　例

配（後e）kete11（9ot．ka七ils），fre卿h（fram）

φ　　kφmr（→kom），帥ner（⇔s㎝r）

y　　fy胞（⇔fu皿r），1y酌（⇔1u晦）

φ　　　　　　　Ilφ99r（÷■bOggVa），伽Ie（＜0笥1i）

　この現象を見て気付くことは，i（j）一Um1舳tとu（W）一Um1舳tが同一の結果

を生んでいることである。すたわち，yの起源は，

　1）　皿のiG）一Um1舳七によるもの

　2）　iのu（w）刀㎞autによるもの，の2種類あり，φに至ってははたはだ

複雑でかつ興味深い起源をもっている．
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　古イースランド語母音組織について

　1）　0のi－Um1autによるもの　　　2）　gのi－Umlautによるもの

　3）　eのu－Um1a1ユいこよるもの　　　4）鴉のu－Umユautによるもの

　ところが，2）および4）のg，肥はそれぞれ，aのu－Um1測t，i－Um1州tを通

じて生じたものである。

　φの問題

　1879年に，いち早くこの事実に気付いた阯dwigW㎞merは，〃洲。lo洲1一

脇勿桃伽∫α肌〃泌M毒物屋㎡れエ79の中で，記号φで表わされるものには元

来ふたつの音韻があったと推定している。すたわち，eおよびOに起源を持つ

φは。1ose［φ］であり，艶およびgに起源を持つφはOpen［oe］であるとい

う。たとえば，古イースランド語のsφkkua（沈む，沈める）は原始ゲルマン語

のふたつの単語一＊s趾蝉一（沈む）および㌔舳k填測（沈める）一から出て

いるが，Wimmerはこれらはそれぞれ次のような発展を遂げだとしている。

　＊sinゆan一＞原始ノルマン語＊sekkua一（nの前でi＞e，n＋k＞kk）＞古イー

スランド語sφkkua（eのu－Umlaut）。

　＊錫nkui酬一＞原始ノルマン語＊s舳軸a一（aのi－U加hut）＞辛鵬k㎞a（鴉のu－

Um1aut）

　そして，両者がsφkkuaで代表されるようになった，とい5。したがって，

少くとも古イースランド語の初期の段階においては・φに／φノと／誌！の両音韻

を認めているものである。その後，1958年にL．F．Brosnab㎜およびG．W．

TumerもWi㎜erとは別箇にこれと同一の結論に達している。Ado1fNoreen

も同様の考えを持っていたと思われる。かれの示した母音組織図はっぎのとお
　　　　ユ）
りである。

　　　　　　　　　　　　　Velare　　　　　paIa㎏1e

　　　　　　　　　　　　ωHmtere　　MittIere　　Vordere

　　Olme1abialisierung：　　a　　邑　　　雫　曇　e．6　　i　．i

・・舳
^11二二＝二＝二＝11＝＝：二二11ニベ1．．．．．．、サ

1）　Noreen，A．：　o”、〃．，p．44．
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　一橋研究第20号
　Ant㎝s㎝の問題提起

　この伝統的な考え方に対して凪H．Antonsenは次の点を出発点として批判

している。i－Um1autは調音め位置のみ同化現象を起し，唇の形については影響

していない。それと平行に考えれば，u－Um1autも元来は調音の位置のみ影響

を与えたのであって円唇化現象は起さなかったと推定される。

　この仮定を頭において，かれはゲルマン語派のUmlautの発展を理論的に再
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1〕
構築している。それによれば，原始ゲルマン語はhigh　fmt　spr釧∫i∫，high

back　mnded／u／，1ow　neutraリaノを母音として持っていた。ノa／は開きの性

格のみを持ち，その他については無色であるから，そのUmIautの結果は開き

の同化作用棚imi1ationのみであり，他の特性はそのまま維持される。したが

って，〃の／a／一UmI舳tによりmid－front－spr側1の／o戸が生ずる。／i／一Um1則t

のばあいはノaノに対しては開きと前舌音の作用を及ぼして，畑／を生ぜしめ，

∫u／に対しては舌の位置および唇の形で対立しているが，舌の位置のみ作用し

てhigh　front　roundの／y∫を生ずる。川一Um1autについては／i／一Umlautと

まったく平行に考え，それぞれ／a／より佃／，〃より／W／が生ずる。カ目える

にAntonsenは／a／が〃および／uノの影響を同時に受けるばあいを設定して

いる。その際は舌の位置は中和され，開きのみが影響されて，higer－centraIの

ノaノを生じる。こうしてまず，次の図のようだ母音とその汕。ph㎝eが生じたと

仮定されている。

　　　　　　　　　　　／iノ［W］　　　　［y］／u／

　　　　　　　　　　　　［e1　　　　　［0］

　　　　　　　　　　　　　［配1［θ1［o］

　　　　　　　　　　　　　　　ノaノ

〔…1内に示されたauophoneのうち，まずe，oが弱音節での／aノの消失に

よってphonemeとして独立し，こんどはそれぞれ自分のauophoneを／uノー

UmIaut，／iノーUm1autを通じて生む。すたわち，mid－back－spreadの［A］，mid一

1）以下，音の描写は日本語で表現すると却って削りにくくなるので，あえて英

語を用いた．
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frOnt－rOundedの［φ］一である。ここに計5個のphonemeと7個のa11ophoneが

生じたわけであるが，すべてのa1I0曲㎝eは弱音節での／一i／，ノーuノの消失によ

って，それぞれpbOnemeとしての価値を持つことになり，その結果次回のよ

うだ4＋4＋3＋1の母音組織が出来上る。

　　　　　　　　　Fronセ　　　　　　　　　　　　　　　　Back

　　　　　Spread．　　　　Rounded　　　　　　　　Spreaa　　　　　Roundea

High　　／iノ　　　ノyノ　　　　∫w∫　　　〃

亘igb－mid／e／　　〃　　　　〃　　　／O／
LOW一加id　　ノ鎚／　　　　∫θノ　　　〃

　LOW　　　　　　　　　　　　∫a／

　Anto鵬enは古イースランド語に見られるi・U皿1測tとu・Um1au七の一致を

説明するために，資料が古イースランド語より古い古代英語にみられるback

Spread母音／Aノが，資料に残される以前の古イースランド語にも存在してい

たと仮定している。そして，上記のsφkkuaの発展の跡を次のように描き直し

ている。

　＊／sink呉an／＞＊／sekkua／＞＊／跳kkua／（／e／のu－Um1舳t）

　＊畑nk蚊an一ノ＞＊／sθkk1ユaノ（aの”およびノu∫‘Umlaut）

　しかし，FGの時代にはゲルマン語派の母音組織が最も膨張した時代の4－

4－3－1のシステムはすでにかなりの変革を受けた後であり，ノφ∫と〃はノ9／一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1〕
と一緒になって，ひとつのphOnemeノさ／とたってしまっていた，という。かれ

のこの推理に従えば，古イースランド語においてφで表わされている音は，

〃，／A／，／θノに起源を持ち中間音／ε／であることにたる。Ant㎝senの推理によ

る，FGの時代の母音組織図は次のとおりである。

　　　　　　　FRONT　SPRED　　　CENTRAL　　　BACK　ROUNDED

　　　　　　　　　〃i　　　〃y　　　／u／皿

　　　　　　　　　／e／e　　／6／φ　　　／・／0

　　　　　　　　　　　栖∫粥，隻　　　　ノ。／9

　　　　　　　　　　　　　　　　／a／α

　　1）Antonsenは，yの音価をも非円唇として〃で表わしている（Anton冒en，

　　　E．A．：　oρ．o批．，p，222）。
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　すなわち，かれはmid－C1脳の母音はfmレround刮ではなく，Central　VOWe1

としてとらえている。

　Anto皿sen’への疑問

　Ant㎝senの非常に割り切った理論的な説明は言語の発展過程のひとつのあ

り得べき姿を描き出している。しかし，ゲルマン祖語の母音をi，a，1エとする

ことへの疑問は別としても，はたして実際の言語はこのようた合理的な説明を

許すだろうか。また，i－UmIautとu－U㎞autを平行現象と見ることがかれの

ばあい出発点であったが，別箇の現象と考えても差し支えないと思われる。む
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1）
しろ，＜aや0が発音される時に，iもしくはyを準備する傾向を持つ》こと

が，i－Um1autであるから，uもしくはWを準備するばあいには円唇現象をも

準備したと考えるほうがより自然であり，ありそうなことである。また，言語

の一般的な傾向として，3－c1欄の母音組織においてはmedia1－c㎞はfront－
　　　　　　　　　　　　　　　　2〕
roundedであるばあいがもっとも多い。

　しかし，古イースランド語のばあいはすでに音は失なわれているのだから，

実際はどのようた音であったかは推測の域を出ないが，写字生たちの混乱に見

られるように，古典期にはすでにU汕aut母音はかたりあいまいたものにたっ

ていたらしい。あるいは皿id也囎においては唇の形は音韻論的には有意味で

はなかったのかもしれない。今後の古イースランド語母音組織の研究には，ゲ

ルマン祖語にさかのぼるUm1舳tの発展とその変容の歴史的展開を考慮した，

実際の資料の再検討が必要とされよう。
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